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放射化学,~ }j，↑るうジカ lレ佳中間体の没字」

（東大杖養） 松凍‘二卯

核介製生成吻の元表の釦t状態IJf亥麦嗅<4乎なう 4と学効呆のf＜め和町が困広“あ
J,生成初の分釦を認·の「：：：の和D 、↑れるキャリヤーが正当 Iくそqfげl 直 9"んよク
k処置をしな・げればならtJ \,，．臭 4K原｝伯まもっ放射仕．4t合呟のが見,,'沈射化学

を塩常，， 4ヒながらい 3 5 が臭 9“.“立した化学，，ケ叶として認め、ィせた． I司恥迪
掌のィヒ労とラシ‘・ガ Iレ 4t,;..,街総合し (:4ヒな＾旺＇とつ<')，，，，，ある． 放射化学i・は複

雑rd,・ラジカ IV の呆 9＜歿ょ vヽ戌l心｀がもたれているが，戎滋和電f- 'HI OH ラシ79 Iレ
耳の比較的筒単ri,.ラジプ1 、レ ‘1生初噴ヽよビ，，ような 9k 葎夜') I.え応ヽくも l月キし， 知'd-’影
半を及 9ゑ．．すの1.··t知重＃と息われる．

枝ヽ度 1負ヤ放射絲心ゎ直井の 4 オソ化ゎ·よひ淑起状9ょ、からの 4 オン 4ヒ I< d• 9 .iE..ィ

オンしまたヽよ正 9し）と電ナの一汀が1"3 る．正イオンも宦}4株的杓貢乱 I</t媒復
ヽくよリそれ m••れ叶盾のラジカ lレ 2 生成すみが，小青，，直当 9,J.｀添加牧1 1'加えてJ,サ Iぶ
ラジカ、いの叶t生ま胡が 1くすみことがて••3 る． ：のような・目的に用いられる添：加物は

”·J; 7Qラジカ 9VI ：ク了し 9そ臭的 94' 反応とし， l司峙 9く定をがJに反応が進?jすふも 9 て＂
ぁゐ＿、とが必要t`、あゐ．二次的,-:生成 9 みラジ‘力 IV子心オし1.ヽょ 911彫9ナ臭幻紅
観泉すみのて＂，一次的,,'ラジJ:J IVK ク1 し 1 、“E9しスキヤベンジャー、電ナスキヤヘ．．

ンジャー王用ちいる． 9 ジカルー鍛 Iヽ電ナ受峯体て··, pearヽ0九双軟級溢ゑ原遅
力‘ゥ，a軟賊I‘” いが多く，その反応 I~ ／ヽ薙型ヵ‘・ケりれる．逗遠（電追牛

,I屯）とJれていふ．水索ノm, •Hぅジカ IV/~ みつて:U,もクとも棘四砂心•Ii 9ぽ、

引板反応て＂，電が紅反応ずも泊9£的に 1レイスク青依彩沢 9`.f島むんみ．：っ仮定の
もと1.9•, J, •Hラジ‘力,,.,、2 、レ 4 入軟如 v’ えJ.i 1· あクう、

水索91 板反応 •H _,,砂→ H.,,-,, •RH, •RH → H".,. ・¢

電ナi1 if反応• •H -r RH —•(• R心→ l1.,+ • !?H— 

中性 9• H ャ ·OH ラジカ ,v の水和（一紋的/t，且各媒和）ば、 ’K 長ヤ Iヽログ＇刀 9k
知と 1司程度ク自由エた IV や一浚化t 4半なぅが，砂炉 9 水如,,ふわV(6r 叫）

と大 3 r“直ゲEl,tJェわ、キ'‘―丘イ辛り．電ナの 9K知工ネ Iレキ貞ー Iヽ金属の 4工事肉歓 1 ：：
比べ‘れ Iご・る経度で•あるが，心•卜生っ積よ V‘ 和晨中ぐ祖媒和電ナのぅ含，ほ IJ域＇ツレ，

1士嘉肉数が1 ヽ 3 いアルカリ全偽から,i滋社和電ナが位八＇し易ぃ．丹 1くアンとニア，
ト'I

H 11 PT （へ千サメ＋、レ，1.スプ＾アミド）中 9くみ•ける 3冬娃和電手、ょ各定．倍,~血ヽ・斗合を

も;'クラウンエーテJV, 7 yフ＇テートな・ビ大環吠包埒北令物を共朽 3 せると着し
く中定性が噌f．水和電み心里ぇ肴’I の＇t主貢が復ょ V' 句質,~,1,．みよ')冶針2 K 示_1'i "' 

{<‘'↑でなく，硬酸とかられる．ア/パ'}みよひ崎立類含為イオッヤ硬品基と見げしみ
ハロゲンアニオンなどと 9ょ反た·がおそ V.

水和宦ナ I”“.t.水和ハロゲンイオンと頬侠呉があ~.ョウ 4り加恭浚£{g/1:. 9k

銀灯t""”ると水知電f. II)及たが観釦れ，その紫fl卸吠牧スペ 7 卜 IV Iむ紅羨ヘ
の＇む紗動 9くよみスペクト、レぐ，。いね立大ゥ逗度 Iくよるシプトfd・ビ，シ名煤和宦ナ 9
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在底Iよハロゲン 4 オン 9K和物の場令と｝匹 3 れ,t.,,乙． Stヽh J A. 「Y€- ix-0>- 1),_
んan4a“ っホ’ーラロンモデ｀ヽンむ名4果和電全、＜必利し詑胡ぇし 1 い｝d. ，K知電ク",fゑ
生は半吟噴モテ｀ 9.... と紐けk1E が主f几冷噌｛汀・，f.i:；ふ知虚かし z J令＇レ、 4之，ょヽう貪

rパ紐、とし 9k f I京キ賎幻リドベ‘，レク＇釈直 I くわ， 9,. るか連芥クから）／くか宅シ・ゾえ汲

9文£紋 9月し 1 9’ ふ湛吐和電戸雀也くもと八 I食｝エか、レf`—笠 4東必え,fj V' '1. 

叫qLo iれ29 ら、“芥«差た電士ゥ駁化湿む雹位乏梵、定し r~ •. e~.,. ,S <-=t. e -::S, 

心 •9 れが忠煤S が可官h’は（自由）電今e.:;,. gィ訂え；各咲わ電ナ吐t.な＇ら反応•ぐ，電

｝非占屑状息、がぷ差が釦t.4反，電み占屑択｀ 9g．社和系t, {, Iバ幻呈血雹今 A‘.}彦ん4f、t.. J 

る 1 食｝岨 4ば覧ん斤、と冦定9 ふ．賊如彦え’び（•..:,,非と肩と占屑ゥ丑如祠

1くみみ 7 エル 3 宦タエ尤，レぎ‘ーレベ‘IV が祖当りん． 3 ら,,,J<佑 I角士・片ラジカルの
“コプ叫ン H;g，ワクすすみ、屯ぇ宦4立:L • Ha; とかり杖’)1:., H~Jヽ電珪

知鳴L レ， ’K和が 1叫の手シえi·· H な/.,. e るご，Htt、 ..,電位と直定して
V ん．ラジカレ，， 1月手すふ反応、よ／電ナ紘4勺覧元ぐ雹気化J？約が£ f *'めにくヽ＇

こしがク1,1, t", Ht"-J /.e:” り・ラジ｀ ”'v ヮも逗む 1: ，よみんを定なテ＂ータがダ＜令‘
“し 1 V ん、：紅勺らf"奥如応．之む Iえあt．．，之，社］る一絞直4豆喜以t:J,.., f 

閑杖店t ~りようは 1 む坦キ呈，，腐笈化．g愛え及広3` 9 デ‘- 9 かク月｝哨しうみこI:
心 3 な急兵 9‘” みみ． ・
放射緑心当 rら・クジり Iレス、キャベンジ｀ャーと血Ia'とんと紆定ぅクシ＂カル生衣 9 k 

が糾＇染がわyになん． L 電み及必の曲社以ヽち口牧和咲玖によ）．逗鵡し，中fe1択
9 級似量ぇ電位 U定A ふ訊・ルがな•3 れていら．キ／ン-"Z: ~I ンか I I危ふ誼に

星紅、い虔準としt}応唄味りパ頭lfJ I屈 1 ん I む如畳え電如デーハ・J
提3 ん..,..,みみ、現rぇ：れらクテ`-9,““包内クパt'笥わえ今9 な．ど＇ 1: み・ゲる危'-j.

（這禾パ・逗虹（：吐り窃が（幻1 みものが某項 3 れてV' 4.
ラジカ Iレ仕サ］f和ょイイン 4ヒ杖射様叫絨，：心ぅ 4t労 1 乍；打ししt笠ヶ℃＇ら杖

釦クが灯象とする m'tif、，，りしク棧，＜灯し（大 3 な影紺i．牛えみもの＇ぐみみ、ラジ＇
カ Iレ舒ー船 Iくク1 ；ん蚊・叫L条反応ヤ版化濫ぇ及あ'?'牛臭性：と矢IZ ク，直］以ぃ·ラジカ

ヽレスキヤベ｀ンジャーt涅択する：とん‘で 3 れヽ~-·.放射仮の 1CIク佳っ多‘4t..,: }灯ん認

紺d 3 ら k-9知泥辰すみも 9 ヒ笈月f手、9 れみ．

n G. it&iへ、 A.Tr‘‘.”'.” l),.、々が＇ヽ" F«rd'^/ 。た＾．年／99ヽ (/9r互 la

パり {/9S-1"), I司廷／Jり (Ifヽo),£2 /“90(/9 ヽ2.J

Z)A, He”fie iへ 6er. B“”“”ae”“5c仁f-t.ll. /”r(/f 7ク），立 I立，

4 クケ （／fク$")
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日本の放射化学
- l司雇負l'.'. 辰望一

（束火浬） 斎藤店房

染這和 S 3 年に創立台年 5,t兄う日手化労令 lむ合年記念争煮っ一環t L て
紐叫学白年史の刊行を次定 L てゼ 9 ，釦忍ケ折心詞1系の火項目の一つとし
て r放射如立が＇取り.tげ｀られて、‘j。 この労会の文埓さ受 Iグて径足した方丈針化学
討縮念:(,本的t‘ 2 0 回0,な令を和ね｝ここになっ r：：こピ IJ与ばしヽ・衣牙て 8 jか'.9
：：遺念に 1疇疇恥b応過去紅澱し，i r直未を展望す a ~ l:: I す念味、 3‘• あ 3 こ
長奇す｝。条業液で 1が崎応剖，約←曰条パば記い夕史心平、知飯IL J ~ 1::はぐぎな

いか＇）富鱈の観災から芭零 x 忽わ,Jし 3 争 c視t：つヽヽて辿‘べてみたい。

L．哨玲・人正峙ぺ。
こ這期 Iょ天然’オ瑣雑もCl)化労につぎ闇拓的研兌·が行斥われた。歴史的責•I意

さ 3 べ 3 1 ゥこしてり肉序＇．や＼仰によ a 北殺石のを見こ仮盛里安ほかによ l ik労

釦町餃紅三昨（在糸 If)によ 3 均知吋の多なりむ骨這J定）味 l'B碓丸応虔
遺ほかによ 3 桑洋産杖知•}王鉱物の定号か祈，級袋里名 1-::. よ 5 UX／卜し一平，ヽよ

5 トリウムのな祈など＇があ）、i r：：：：鉄盛里各 l ；よ 3 玖：射i和b労叶肯表，心魏が考の

叙行の面t大きく看献 L た。
2. 日ぢ和和判より労＝；欠入紋．終了うて‘'。
天然放射競が涌尻に加えて人エ放射戟ふ、よびI-レーサ一利用り刀兌が＇こる発

l：：肉夕台ざ AL た d寺朋て、あり．今日 9 杖射’4ピ労J行え、ゥ碁盤五人秤合が虚成さ Ilした。人工

杖射社 1こつヽヽては理研仁科芳雄ノ束久紅逗＝評 Ii力 I I' よ d U-23 ワ，数柄碍，ケ米

訊的透見ノトレーサー利用につヽヽてぱ京大石捲雅表，ほかによ 5 TKB ゥ利用，
天尽放射能につヽヽて（む炭畏． Iをさ含む北往石中の狂恥•まえ士の分研.,東大，九入
理研，京又、｀お 17 l 江りが＇を鈷ナ勿／岩石，海応土，鉱糸，紅和）＜，t.iど＇の天，唸物，中
のでa-2261 位饗たビ｀の定骨這史的に差宅 □、あり、オ虚詞疇℃して理研の
IM 象幻t,沿肴呑ラドン汁のi幻翔が日立つて、、 3 。

3 ．力＝ ；駄欧ょ 1) 現在 1 て‘. o 

知心恥灼5 "の空白ぃ迩‘` a訊‘を経て現在のような研兄放｀ン兄に至っ
た雇史., i和パ近べ’3 令秘 I切：、、が｀，欲後曰みゥ放知k 労の研兌をィ足進した主要な

瓜系手t \..て 1まノ品和 2 5 年の米国よ＇）の混I25 I心必atau”;tの到看I am ぇ
9 耳のビ‘午·:::.争 1手ノ凸 3 え与のガー団狂射ィヒ倖討綸全のを足／ gび和 3 0 年代以麻
の全国共同刊用研幻鰈，曰本）互｝力研究叶の利図狂紅t学ぶよ切司連漬知南
迂ノ叩p 4-え昇0) if、I トアトム疇 I国隆坂たどを希、f'3 ことが't"5 3 。研えな野 I3

念
疇1t芍紐畔ノ地球‘•和5 化今との中閉卓．肉，を含めてク諄化して．， 3 ヵヽ9.ノ
主要なもの LL t l ょ, i）叫t代冷”., ii)恥匁ノiii)う這む認祈, i v) 木，＇ノ
}-アトム 1b佑 v) 天烹＇物放射代生ノ v;) 放炉詞釦手ぶ‘よが放胆！fピ）代券的応J司
h 2‘ こ秀ぇ文よ｀‘t"あら）。； IIしらゥケ舛qうf ii), iii). lv) につ｀’て It研知”1レ
ープo n··:t且峨·わlしてい 3 。這喉．-c."は目弓閉っ許セ /;L J庇同疇ク『うの成況 9：紐Iした ‘‘o

- 6 -. 



4. 将禾 1-:. つ、｀ての私見．
んナを(°;)疇丘遺め 3 唸向＂‘-殷の化I·t希:,. (1月に次ガに噌人し）吐f：原

皐逗堺か＾化学の祐分野灯．．盛んに利）利さ Ilし 3 よう 1: fょリつ、あ 3 現在．i忌恥i委

た、、し同印李化学の杵呆i3 9月 3 、、こ・ごっ．てよい。：戻っ近代の双紺化学者iま／ i魏池
牛自伶濃味のみに止i a こてた＜，放聞t I牛力＇9 -麻つ 4も’覧ざらに他な',f l7)目然｀丹
労,: {'のようなイ｀／ Iヽ・ク}-を森ちう―3 が 1 ：看目すヽ．．ぎt`•あ 3 p また日未の沿文肛·t営

に限足して秀え 1j L jぶ＇） 日本の研え環境iこ迫 L r, 双射心ずの研灸 I士イ可（＇あ_}ヵヽをよく
ガえてヽf兄；r 豆を堆直すヽ，． 5 で 5 3, へに．．ー．汲ぅず、＂クシンクt，こ日本 1 1' I/ ーク＂．ービ

lt t1 9 ．えf[いよう／こ） 1行乳も 3 たあ：ざ味 1" 日未的な絃勾店行 3 方伊寇，要であ 3 X 

牙ぇ｝。
臼註J

畔、 "'1t労白年史 "'r Z紅訊芍Jの 1負目ゥ執子者乙して＇ そ") \勺差にっ、直
賢 3 此刊汲i} 3 微·令；与えィ千ざったオ.J.., 0 I邸応芍討茄なが朽届念局の祐代
X くに舒l訊丈牛呻厄＇届尚叙凡：底紺す 3 0 
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トリ砂磁麟化合物の釦駿Iへよる新片化の研廃

（棗北尺理）福．叶差信

1. 序 1 C/ SO 年代 1＜オークリッジ国立研兇所のSn辺ら 1) によフて壌受兎子
の電荷分府を刺足すゐ必巫炉平めゅnetがが開釦""-~.@履凌ャ核晏4生体船知
とも砂竜手炉）舟vやオージ｀工効果K よる竜手放出の結果としぴ認雹萄介布K
っし＼ての和見が得られるよりに IJ., rく。
訊lぐ対レてアルゴン又囲立研兇所の蔽'J/X.12.e"I'ら 2) はこの力沃いリ化厚liJIJ見

地から，分う汎棉廠原弓の壕麦の 1碍的効来の研慰：：：：逝用した。トリテウムび景戴
した種々の化合物杞痩菱さ也，‘知如ズンの分布直咬しT, のがその例てある。こ
応jフて放射棄愛にともtパ）分｝の分解の様栂J u心リ僻叫 3 れるJ切：：）Jって
釆ド。
しかし， W叙 Ler-が研児し「追加今から／0数年も音のことてのリ，イオン分う

砧厨兒の放泉も移□ IJ ~ \えず，j T辺乃柘狂ゎ適用も加IJわれず，見庄o ヽ
叶りか駆TJ点がタヽヽ。
我々 Iむ心約／0年来 TOHOKU 伽啄S戸珈殴巫を起史げ，汝射崚麦心々
麟砕剰足の檄危直目k ，んオン幻幻もによる励起介幣機構所犯の檄叡そ
玖r＜衷置ヒして使用し，珈切が取設炉Jか「3鯰4 オン｝：：：：関する廂知ガ
鵡叩見とを劇い紅うにつとり麟3 で 1く叡の放果を貼負しつつあゐ。
このJり鴻知凡麟砥成果か麟口とめて緑肴し，腹l\'.iあるオのこ‘叔舟j
“霞｀rく＼ヽ。
2 ．励麟ふイオンの分解檄構
恥ノト了トムAt屡の基本、ばエネJレギーの火きい原子の衛央と反応 1万あるというこ
ヒが災来いわれてい T, 1ヽ，ーう可派也謹忍まに（J術慇状態にあ硫旺イオンが号
珈さわめて雹専訊手とtJしてり），この因：：ついての研兒l3光駿勾少 IJ<, 3 
吠理的嗅応討ズ＼＼f-e..t<違鱈げ、の疇噸謀び既すら場合l噂
虞鵡還す注恥最も雹専びる。
そユ如 li TOHOKU 知je Sred叩eter を直変二段茫惰竜分屑甘として囲ぃ
，イオン分子反応（咆荷繹麟） Iくよゐ励起介筒妍兒囲に活用しr'(。こll'l l吐よっ
て介うど1 オン化して将見のエネ lレやも牛えゐこヒが｀でさ·その鼠起」レベ Iしから
の軌げ玲餅麟ゆる立沢 9 ゐ。
覺荷輝鵡で IJ -~閃イオンヒ叩認令の間 1←つざのよウ 9＜網手り後度があって
，叩玲うはイオン化し，一足の I 和げ｀ーをもらって屈起板偲から分僻すゐ．

A+ + M-—➔ A +印十 4E
M+ —• N+ +x  

ここてA門ゎ如オンJ M は中4蛉3- '.&E 訊沖与えられゐエネル¥‘—, Ntll断
片イオン， X lJ中柾新片t柔す。
教々 ll 立）よう U麟友挽疇Iついして，どのよ）） 1J逸影｀訊直併九｀....,
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るかを 3 ず検討し「く。とリエ lrrくの 1aR-X と I I ぅ糸
1" あ I), lマとしてばメチ）レ エチ Iレ） 1tit.゜ Iレ， 7｀’

テル基等1...、あリ， X ヒし< l'J H, 改， Br, 1., NHら
OH, SH 吝で'::.,れら 1←ついての系統的 7.i砂兜をおこ
rJ., T< o 

例として囮 1 に叙々が求が噸彗メテルの鯰
詞だ (a)lJ A＋ー沢1X ンいがら 1浚ぇて4E
浚化させ「くとさ，分僻イオン碍諷年証遺
数とし之示 vrこものて｀,-船に分肝曲線：といわれ
。この介餅曲線に 3 爪1九虞エネルギー ll唖｀1恥とさ
lま叫IT ，面＜「Jゐ 1-:: つ軋て ci-11, It, c.Hご等が'
訊すりこヒかわかゐ。：て図 1 (¥:>) 1 J丁~rneY ら

l：：：よって偶らい「くヨ引切〈テ lレの尤寵う入代ク \.-1し
も示す。 3 r＜表 1 に 1;rE以紐忍 H以~J MO法('
菜 mr＜軌道I.和レギーとその持合の』性格を手す。カ
喘和スペクト lいの斗ー八ンドはヨり表頁子のうH玲
竜いのイオン化 1：：：対応 V, 分僻曲緑.tの分がオン
の生飯に対応すゐ．吋：：：：バンド 1j <:-1柿合淮嘔砂
イオンイ恥対応 V, シのA馘叫C-I結合の切れrく

国と I十イオンが生放することがわり‘る。
3 r＜牙三パンド lac-H莉合枇覺手のイオン
鯰鵡レ， C-疇的叩Tく⑮IT イオ
ンが虹紋すゐことが，災酸あ、ふひ頂！諭i1J‘ら
豆付けら爪る。

!GO 

100 

CH3l 
+ 

(a) 

o~ 

一
＋
ヽ
l

.

 

-2‘ +

H

 

I
-
C
.
 

-
[
、
ヽ

l
l一
、
‘

．
ヽ

+

l

/

¥

 

3

ー
、
．
／

HI‘./ 

9

ー
ー

C

ー
ー
I

i

ー

へ
／9，
'
い
＞
八
’

/ 

/ 

I
I
I
 

/
1
1
 

(b) 

-10 
12 14 16 

loni lation potential (ev) 

図 1 ．咋1の分絆曲線fと
も覺初沢クト）レ

18 

8
0
6
0
1
0

叩

食
）
p
u
o
q
x
-
:::i 

g
!
I
 ;
o
:/4

,mq..,qo
,
d
 U
O
!
S
S
P
S
 

llrcl 

9

9

 

I
H
H
 

笠
パ

/) 

て
，
＼

ロ
9/•、、 CH,SH

/ ・ミ--—号hoIl
ーーク―

んニー―-CIIaNila

12 14 16 18 20 

Recombination energy (eV) 

図;?.（咀rX)”の C→勺寺合の
切tlやすさ

Cale 

Obs 
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C(2pX) 

C(2pY) 
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HI 

H2 
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I (5s) 

I (5pX) 
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I (5pZ) 

Ionization potential (cV) 

14.95* 12.64 

15.11 12.50 

Eigenvectors 
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-.CXXJO 
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゜ JO MO assignment 

rr(CH3) q(CI) n(I) 

表 1. C.H3l の I.P., E i3ehvec..t。r
ぉ比-CA·· MO 叫‘3nment

即叫RXャ，，穴ンの分角苓動の一例としてし出xtイオンのc.-x坊合切新確辛と
炉紅ネ）しや違孜とし C 示した5H表廷叩X 分｝の汲紐い軌見，炉翫
飢I~ 這乳鳩燐合の狂袷紅しf，。 x逗， Er, I (知upA) と炉 NHz
, orl, SH (GかUrB) て団傾旬がいt u るしく違フて、、ることが叩‘ゐ。釦oupA
て~はサニ棟占軌進\lCX咤包（関すゐものて＂，牙三被占軌道心 c-H甜合に関すゐ b
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の通釦這もかどうかの判断はRT
およびRHl心テンシャ Iレ・エネ
Iレギ寸嘩fJ‘ら見当がつ<.箇4
にはいの場吃？の札浅図吋•し rく。
RT のボテンシャ lしエネ lしそ｀—申
線上の平衡抜闇距随のところから
RH；の差底杖態のポT ンジ~ Iレ・
エネ）しギーJ:. I：：：落 5 ゐとさノをの
I認釦飢：：J 1) 3 つの場合にわか > 

虹o 『
炉頓中のa の釦リ娘ィオ こ
冴括合エネ 1げーが小さい湯合(U). OJ 

か13aの位む）捜イオン吐も 百
合エネ lしャーが大さい．疇合（I) ． ぢ
炸 IJ娘ィオンのホ T ンジャ 1\/ tｭ
曲面が兜全に反抱竪が馳（III) 。
コのうちオーノ汁三が紐I頂姜

イオンは分併摂gしJ R十イオンヒ
He記,~匹。炉b‘さら疇町
ゐかどう nヽ 1J前11て述べ‘rこラジ刀 Iレ
碕麟泉から秤1新すゐしとがZ" 記．
さる。オニの嶋釦墳解せず-RHJ
吋灰戎る。
R::;. H ど炉弐H辺易合マ｀｀ IJそれ
ぞ叫更酸的にも哨卿的戸全〈臭
はることが明らかにされに。す lJ
わち前恥蛉Iおi二の場合I<1月 ：ー2.84
者 V, H\-\h が残るが／麟(j斗三 : -2.86 

• Q5 

の瘍合に相当し＇叫＋ He のよウ [ 
I2 }り。 互ー39.72686

これにつ n ? HT1 咀T,H叫
2 

⑮He,. 等のギテン巧Jレエネ Iレ
ギ—疇（碕叫t恥か）的
「：：： 0.:.. れらのボテジシマル曲線は
疇叩芦ゆWki1t釦の基
底関いいmPorLe 豆）
ST o-3鐸tlfl \1叫rく。

ぷ門芦溢だィ：函5. HT→HHe十および｀CH記箪り遷吟

RHざground (I) 

(11) 

Internuclear distance 

-1.1170 

-1.1180 

ー2.80

-2.82 

RT→ RHe十遺繹

Y H T  

\·0“°’•”‘’‘ク・一
—·—° 

C~ 
t
 

-41.5 

-41.6 

三
• 
＼二:He

1.0 1.5 2.0 . 
r (A) 

2.5 
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・「く。

反把陪分等を比較的荀草 l咋↑
輝紅解11 拉くオ釦｀，
っ之ゆくこと b‘いてき.g.

ょぃ疇囀麟m。
，叩叫［が暉線型れる。

I;! Suぶen a.pp函叫lo八の成
遣と名えら八，親詮汲動）讃数和澤詮釘祠段転とから求められか

P'o/¥m =く恥 l 年〉2
立硯は最恐/-::ー竜謬動瞑知宦 TJ I) へと近鉄ていさ比較的恩易に解ltる。妙
麟と表3 にボす o HT • HH; Z̀ 6̀3% Parent Transition 
l ;J HHふつま 3 す荏在すゐシとを示した。 molecule Daughter ion probability 

j r:: CH3T→ CHぅHeャで 1J CH；す He 1-:;:- HT(~round). I HHe+(~round) _ I 62.8 
rJ‘)~ •~l<1)出3Tイオンはポテンシマ）レ CH3(ground) CH3He+(ground) 59.87 

疇況条から，棗虚俎紅ネ lしヤ 長3.RT→ RHe這遷移硬年の名↑茸
ーとしマrJ.J 4e-Vk受 LJヒることに「j
ゐ C 灼発に 1訪両が成軌エネJしf—分芦（閥？ヽ1)。この応鉛I.ネルや—て’'は前
節＃もゞ「＜ラジカ Iレ・イオンの分揺曲線から判荷するとJひき汀｀＜力解唸叩
い。 Iげ＜とも 60%l以HJ,iオンが訳存在するものと兎えら軋る。しれら1/)透吟
廂争が使瞭心 1J 20~2s ％小さいのは今後の検紅：：：iら「：：：り。夕令励起灰態から
の毛ち.::..み 1Jピぷ関牛すゐの乙｀あろうが／巧方の計算l3非弗 1:i議Tl~ め将来の
問題として残狂豆 I I る。
崎HsT I⇔ I ＼ても C由T と蒻恢の結果 bゞ得られゐ。i「ク胚 HTO, N出T が駿
のさいの学 b計尊いれ Z I I ゐ。
以口）研見ll応卜了卜叫渇ーとく 1：：：：棘原珪祠、ット了トバしか嘲
叶碑かピ戸：捉侠したものと名い豆 o
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原手ガエ紫 lこおけるトリチウム・サイク lレ

（大阪九冷工学郎） 品）I I 腔咀

第 1 目概沿見 和目炉心系(JohnS血）

マク‘米ット ジールド｀ 真空
七 ', 曾ヵ力

---冨-----
己撚

T匡1 り欠 , 

D2 

む団熱灼紅（Stickne1)
也-

恥目 7`‘ランケッぽ（Johnson) fi 

第 I I団て‘‘,ct I 核方裂 ‘Kf l:融合炸必れに環境セ合せて｝＇）今ウムのサイク Iレ誌し

た。第 2 1 3 J 41司は，融合炉の部分か島成‘て｀＇のサイク 1レさ"Er,した。トリチウムは全
及材料さ＆過 L やすい水令、としての I准簡と）放りす4本 (12.2€.Y, ~ 0.018 f'v1<1. V) ずあ

ちことの-r-z. id)作素咲境などの問題 8'‘ 分ぃ。
枷合炉昇備としてのトリチウム 1七営とは，どんなことてあろうが。 a. 分枡・棟

出・剛定J b．モ＝タリング＇・制御） C．炉材・熱安 1知］なヒ’’＾の虔過／オた数，i紐，
d.7‘ ラズマJ,t今, e. 7`' ランケット化学，f.塙棗） ：農紬／固定，g.飩ィ見有麟）司位
体炉雛 --R.へ°しットー万 7" リケーション，ふガス，‘,l ｝レ I- -ド？夕＇／ング') j. T製
屯lfl MS R なビの 1笥発）杞． T ，，士せ球化学， I ． LL など0) ；；魯源化学，切． etc ． と問題,-1.

クい．
われわれ/j'.,枝う製妙パ濱‘ゃ炉ヵ‘ヽI軸‘入されてさた経過をよく知って＼ I 1, ゼれ

屯や Iよりpa. ss i ve な輸入文化て＂ぁっれが＂） ：：：れがら 1古a,c ti ue な将床さ泡~ Ji. l,' 。と
／よいえ、トリナウムエ昂 1まもぅ邊ぃのずばなt/1ガ 1 。 L かし今日て‘13) T <1J知楕＇，a: H 

ゃ D の足長どし 1 のもの1]＇，らい。 3 こに放射北翠危の仕事ヵ‘" f手っている。
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